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実績 (全町)









																		むかわ町復興支援ネットワーク チョウ フッコウ シエン



				■在宅支援訪問プロジェクト　訪問ボランティア実績 ザイタク シエン ホウモン ホウモン ジッセキ



				活動月 カツドウ ツキ		日数（日） ニッスウ ニチ		ボランティア参加数（人） サンカスウ ニン				地区 チク

				Ｈ31年３月 ネン ガツ		1		17				穂別地区 ホベツ チク

				　　　　４月 ガツ		4		39

				Ｒ元年５月 ガン ネン ガツ		5		49

				　　　　６月 ガツ		4		34

				穂別計 ホベツ ケイ		14		139

				　　　７月 ガツ		6		62				鵡川地区 ムカワ チク

				　　　８月 ガツ		7		138

				　　　９月 ガツ		8		111

				　　１０月 ガツ		7		55

				　　１１月 ガツ		2		15

				鵡川計 ムカワ ケイ		30		381

				合計 ゴウケイ		44		520





				■在宅支援訪問プロジェクトで把握した課題の対応 ザイタク シエン ホウモン ハアク カダイ タイオウ





				課題 カダイ		事後対応担当 ジゴ タイオウ タントウ				内　容 ウチ カタチ

				精神 セイシン		健康・包括担当				健康担当・地域包括支援センター（町直営）で分担し、訪問等で状況を確認。支援や経過観察が必要と判断した場合は、臨床心理士会・苫小牧保健所・町の三者で開催する「心のケア事後カンファレンス」で対応を協議する。 ケンコウ タントウ チイキ ホウカツ シエン チョウ チョクエイ ブンタン ホウモン トウ ジョウキョウ カクニ シエン ケイカ カンサツ ヒツヨウ ハンダン バアイ リンショウ シンリシ カイ トマコマイ ホケンジョ マチ サンシャ カイサイ ココロ ジゴ タイオウ キョウギ

				身体 シンタイ						高齢者が多いため、地域包括支援センターで訪問等により状況確認し、必要に応じて介護認定やサービス利用につなげている。すでに関わっているケースも多い。 コウレイシャ オオ チイキ ホウカツ シエン ホウモン トウ ジョウキョウ カクニン ヒツヨウ オウ カイゴ ニンテイ リヨウ カカ オオ

				住宅・非住家 ジュウタク ヒジュウカ		ボランティア担当				WellbeDesign担当者が現地調査をして対応を調整。
建築会社に修繕依頼しているが、終了していないケースが多い。
技術系ボランティアで対応可能なケースは、ボランティアに依頼している。 タントウシャ ゲンチ チョウサ タイオウ チョウセイ ケンチク ガイシャ シュウゼン イライ シュウリョウ オオ ギジュツケイ タイオウ カノウ イライ

				生活 セイカツ		社協担当				社協で現地調査をし、ボランティア対応の可否を判断。対応が必要な場合は、ボランティア募集をして対応している。
→室内片付け、車庫整理、庭石移動、薪積み、廃材釘抜き積み直し、土留めなど シャキョウ ゲンチ チョウサ タイオウ カヒ ハンダン タイオウ ヒツヨウ バアイ ボシュウ タイオウ シツ ナイ カタヅ シャコ セイリ ニワイシ イドウ マキ ツ ハイザイ クギヌ ツ ナオ ドド

				申請 シンセイ		福祉担当				ボランティア訪問では義援金「未申請」「不明」と回答する方が多くいたが、申請状況を確認すると、ほとんどの方が申請済であった。
未申請者には連絡をして申請につなげている。（１１月末で終了） ホウモン ギエンキン ミシンセイ フメイ カイトウ カタ オオ シンセイ ジョウキョウ カクニン カタ シンセイ ズミ ミシンセイ シャ レンラク シンセイ ガツ マツ シュウリョウ

				その他 タ		関係部署に情報提供 カンケイ ブショ ジョウホウ テイキョウ				危機対策Ｇや農政Ｇ・建設水道課など関係する部署への情報提供。 キキ タイサク ノウセイ ケンセツ スイドウカ カンケイ ブショ ジョウホウ テイキョウ

						処遇困難事例の検討 ショグウ コンナン ジレイ ケントウ				対応が不明な事例は、復興支援ネットワーク会議で処遇を検討。必要に応じて行政書士（ボランティア）などの専門職と同伴で訪問対応。 センモンショク





復興支援ネットワーク会議（ボランティア、社会福祉協議会、町の３者による会議）を月１開催し、課題の対応状況や支援の方向性を検討している

むかわ町在宅支援訪問プロジェクトの報告

たくさんのボランティアの方々にご協力いただき、在宅支援訪問プロジェクトを終了することができました。
訪問件数等の実績は現在整理中です。集計がまとまり次第、お知らせしたいと思います。

課題対応で各世帯を訪問した際に、住民の方々からボランティアさんに感謝の声が多数寄せられています。
「ボランティアさんが訪問に来てくれて、ゆっくりと話を聴いてくれた。」
「震災のことを話すことがなかったので、話ができて良かった。」
「どこに相談していいか分からなかったことを、ボランティアさんに相談できて、その後の対応につながった。」

ボランティアの方々のご協力に感謝いたします。
本当に、ありがとうございました。
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R2.2周知用 (2)





						むかわ町在宅支援訪問プロジェクトの報告

																												むかわ町復興支援ネットワーク チョウ フッコウ シエン



				■在宅支援訪問プロジェクト　訪問ボランティア実績 ザイタク シエン ホウモン ホウモン ジッセキ



				地区 チク				活動月 カツドウ ツキ				日数（日） ニッスウ ニチ		ボランティア参加数（人） サンカスウ ニン

				穂別地区 ホベツ チク				H31年3月～R元年6月 ネン ガツ ガンネン ガツ				１４日間 ニチカン		１３９人 ニン

				鵡川地区 ムカワ チク				R元年７月～１１月 ガンネン ガツ ガツ				３０日間 ニチカン		３８１人 ニン

				計 ケイ								４４日間 ニチカン		５２０人 ニン





				■在宅支援訪問プロジェクト実績（R２年２月集計） ザイタク シエン ホウモン ジッセキ ネン ガツ シュウケイ



				地区 チク						鵡川地区 ムカワ チク		穂別地区 ホベツ チク		計 ケイ

				訪問数 ホウモン スウ				(世帯） セタイ		2,130		1,000		3,130

				不在 フザイ				(世帯） セタイ		588		225		813

				在宅 ザイタク				(世帯） セタイ		1,542		775		2,317

				課題なし カダイ				(世帯） セタイ		1,118		539		1,657		課題あり世帯中の割合		在宅世帯中の割合		課題の対応状況 カダイ タイオウ ジョウキョウ

				課題あり カダイ				(世帯） セタイ		424		236		660

				課題内訳（重複あり）		精神 セイシン		(世帯） セタイ		179		62		241		36.5%		10.4%		健康・包括で分担し、訪問等で状況を確認し、臨床心理士会・苫小牧保健所・町の三者で開催する「心のケア事後カンファレンス」で対応を協議。対応が必要な方は、町で実施する臨床心理士会による心理相談や、受診を勧奨する。 ケンコウ ホウカツ ブンタン ホウモン トウ ジョウキョウ カクニ リンショウ シンリシ カイ トマコマイ ホケンジョ マチ サンシャ カイサイ ココロ ジゴ タイオウ キョウギ タイオウ チョウ ジッシ リンショウ シンリシ カイ シンリ ソウダン ジュシン カンショウ

								(人） ニン		199		64		263

						身体 シンタイ		(世帯） セタイ		24		11		35		5.3%		1.5%		高齢者に多いため、包括で訪問等により状況確認し、必要に応じて介護認定やサービス利用につなげている。すでに関わっているケースが多く、新規対応は少ない。 コウレイシャ オオ ホウカツ ホウモン トウ ジョウキョウ カクニン ヒツヨウ オウ カイゴ ニンテイ リヨウ カカ オオ シンキ タイオウ スク

								(人） ニン		24		12		36

						住宅・
非住家 ジュウタク ヒジュウカ		(世帯） セタイ		203		83		286		43.3%		12.3%		ボランティア団体（WellbeDesign）が現地調査をして対応を調整。
建築会社に修繕依頼しているが、終了していないケースが多い。
技術系ボランティアで対応可能なケースは、ボランティアに依頼している。 ダンタイ ゲンチ チョウサ タイオウ チョウセイ ケンチク ガイシャ シュウゼン イライ シュウリョウ オオ ギジュツケイ タイオウ カノウ イライ

						生活 セイカツ		(世帯） セタイ		42		7		49		7.4%		2.1%		社協で現地調査をし、ボランティア対応の可否を判断。対応が必要な場合は、ボランティア募集をして対応している。
→室内片付け、車庫整理、庭石移動、薪積み、廃材釘抜き積み直し、土留めなど シャキョウ ゲンチ チョウサ タイオウ カヒ ハンダン タイオウ ヒツヨウ バアイ ボシュウ タイオウ シツ ナイ カタヅ シャコ セイリ ニワイシ イドウ マキ ツ ハイザイ クギヌ ツ ナオ ドド

						申請 シンセイ		(世帯） セタイ		50		35		85		12.9%		3.7%		ボランティア訪問では義援金「未申請」「不明」と回答する方が多くいたが、申請状況を確認すると、ほとんどの方が申請済であった。
未申請者には連絡をして申請につなげている。（１１月末で終了） ホウモン ギエンキン ミシンセイ フメイ カイトウ カタ オオ シンセイ ジョウキョウ カクニン カタ シンセイ ズミ ミシンセイ シャ レンラク シンセイ ガツ マツ シュウリョウ

						その他 タ		(世帯） セタイ		49		24		73		11.1%		3.2%		危機対策Ｇや農政Ｇ・建設水道課など関係する部署への情報提供。 キキ タイサク ノウセイ ケンセツ スイドウカ カンケイ ブショ ジョウホウ テイキョウ

																				対応が不明な事例は、月１回開催している復興支援ネットワーク会議で困難事例の処遇を検討。必要に応じて行政書士（ボランティア）と同伴訪問で対応。







R2.2周知用









																																		令和２年３月２６日掲載 レイワ ネン ガツ ニチ ケイサイ

																												むかわ町復興支援ネットワーク チョウ フッコウ シエン

				■在宅支援訪問プロジェクト　訪問ボランティア実績 ザイタク シエン ホウモン ホウモン ジッセキ



				地区 チク				活動月 カツドウ ツキ				日数（日） ニッスウ ニチ		ボランティア参加数（人） サンカスウ ニン

				穂別地区 ホベツ チク				H31年3月～R元年6月 ネン ガツ ガンネン ガツ				１４日間 ニチカン		１３９人 ニン

				鵡川地区 ムカワ チク				R元年７月～１１月 ガンネン ガツ ガツ				３０日間 ニチカン		３８１人 ニン

				計 ケイ								４４日間 ニチカン		５２０人 ニン





				■在宅支援訪問プロジェクト実績（R２年２月集計） ザイタク シエン ホウモン ジッセキ ネン ガツ シュウケイ



				地区 チク						鵡川地区 ムカワ チク		穂別地区 ホベツ チク		計 ケイ

				訪問数 ホウモン スウ				(世帯） セタイ		2,130		1,000		3,130

				不在 フザイ				(世帯） セタイ		588		225		813

				在宅 ザイタク				(世帯） セタイ		1,542		775		2,317

				課題なし カダイ				(世帯） セタイ		1,118		539		1,657		課題あり世帯中の割合		在宅世帯中の割合		課題の対応状況 カダイ タイオウ ジョウキョウ

				課題あり カダイ				(世帯） セタイ		424		236		660

				課題内訳（重複あり）		精神 セイシン		(世帯） セタイ		179		62		241		36.5%		10.4%		健康・包括で分担し、訪問等で状況を確認し、臨床心理士会・苫小牧保健所・町の三者で開催する「心のケア事後カンファレンス」で対応を協議。対応が必要な方は、町で実施する臨床心理士会による心理相談や、受診を勧奨する。 ケンコウ ホウカツ ブンタン ホウモン トウ ジョウキョウ カクニ リンショウ シンリシ カイ トマコマイ ホケンジョ マチ サンシャ カイサイ ココロ ジゴ タイオウ キョウギ タイオウ チョウ ジッシ リンショウ シンリシ カイ シンリ ソウダン ジュシン カンショウ

								(人） ニン		199		64		263

						身体 シンタイ		(世帯） セタイ		24		11		35		5.3%		1.5%		高齢者に多いため、包括で訪問等により状況確認し、必要に応じて介護認定やサービス利用につなげている。すでに関わっているケースが多く、新規対応は少ない。 コウレイシャ オオ ホウカツ ホウモン トウ ジョウキョウ カクニン ヒツヨウ オウ カイゴ ニンテイ リヨウ カカ オオ シンキ タイオウ スク

								(人） ニン		24		12		36

						住宅・
非住家 ジュウタク ヒジュウカ		(世帯） セタイ		203		83		286		43.3%		12.3%		ボランティア団体（WellbeDesign）が現地調査をして対応を調整。
建築会社に修繕依頼しているが、終了していないケースが多い。
技術系ボランティアで対応可能なケースは、ボランティアに依頼している。 ダンタイ ゲンチ チョウサ タイオウ チョウセイ ケンチク ガイシャ シュウゼン イライ シュウリョウ オオ ギジュツケイ タイオウ カノウ イライ

						生活 セイカツ		(世帯） セタイ		42		7		49		7.4%		2.1%		社協で現地調査をし、ボランティア対応の可否を判断。対応が必要な場合は、ボランティア募集をして対応している。
→室内片付け、車庫整理、庭石移動、薪積み、廃材釘抜き積み直し、土留めなど シャキョウ ゲンチ チョウサ タイオウ カヒ ハンダン タイオウ ヒツヨウ バアイ ボシュウ タイオウ シツ ナイ カタヅ シャコ セイリ ニワイシ イドウ マキ ツ ハイザイ クギヌ ツ ナオ ドド

						申請 シンセイ		(世帯） セタイ		50		35		85		12.9%		3.7%		ボランティア訪問では義援金「未申請」「不明」と回答する方が多くいたが、申請状況を確認すると、ほとんどの方が申請済であった。
未申請者には連絡をして申請につなげている。（１１月末で終了） ホウモン ギエンキン ミシンセイ フメイ カイトウ カタ オオ シンセイ ジョウキョウ カクニン カタ シンセイ ズミ ミシンセイ シャ レンラク シンセイ ガツ マツ シュウリョウ

						その他 タ		(世帯） セタイ		49		24		73		11.1%		3.2%		危機対策Ｇや農政Ｇ・建設水道課など関係する部署への情報提供。 キキ タイサク ノウセイ ケンセツ スイドウカ カンケイ ブショ ジョウホウ テイキョウ

																				対応が不明な事例は、月１回開催している復興支援ネットワーク会議で困難事例の処遇を検討。必要に応じて行政書士（ボランティア）と同伴訪問で対応。





むかわ町在宅支援訪問プロジェクトの報告　No２

　様々な関係機関やボランティアの方々のご協力により、全体の７４％の世帯に訪問することができました。プロジェクトの実績として、訪問件数や課題等を集計しましたので報告いたします。
　訪問で聞き取りした課題としては、「住宅」に関することが一番多く、次に多かったのが「心の健康」に関することでした。住宅課題が解決していないことによる心身の不安定さもあり、課題が重複している世帯も複数みられています。
　課題については、その後の対応で解決された方も多くいますので、今後は残された課題について対応を進めていきたいと考えています。とくに心のケアについては、過去の災害においても長引く傾向がみられていますので、継続的な支援を進めていきたいと思います。
　ご協力ありがとうございました。
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こころのケア (4年～)



				【　むかわ町こころのケア実績（R4～）　】 チョウ ジッセキ								*災害後自殺対策継続事業 サイガイゴ ジサツタイサク ケイゾク ジギョウ



				事業名 ジギョウ メイ				内容等 ナイヨウ トウ		地区 チク		R4年度 ネンド				R5年度 ネンド

						対象 タイショウ						実施日・回数 ジッシビ カイスウ		人数 ニンズウ		実施日・回数 ジッシビ カイスウ		人数 ニンズウ

				ゲートキーパー養成講座 ヨウセイ コウザ		一般 イッパン		「むかわ町ゲートキーパー研修」
講師：北海道臨床心理士会 チョウ ケンシュウ コウシ ホッカイドウ リンショウシンリシカイ		鵡川 ムカワ		44873		１０人 ニン		44873		１０人 ニン

										穂別 ホベツ		44848		１４人 ニン		44848		１４人 ニン

				スクリーニング		成人 セイジン		巡回ドック時に「こころの健康アンケート」を実施
ハイリスク者の抽出、集計、分析 ジュンカイ ジ ケンコウ ジッシ シャ チュウシュツ シュウケイ ブンセキ		鵡川 ムカワ		R4.7		３２２人
（ハイリスク２１人） ニン ニン

												R4.12		２５９人
（ハイリスク１０人） ニン ニン

										穂別 ホベツ		R4.9		１２１人
（ハイリスク９人） ニン ニン

												R4.12		１８４人
（ハイリスク８人） ニン ニン

				ハイリスク者支援 シャ シエン		全町民 ゼン チョウミン		「こころの健康アンケート」等でのハイリスク者に対し、訪問等で状況確認　（町保健師等） ケンコウ トウ シャ タイ ホウモン トウ ジョウキョウ カクニン チョウ ホケンシ トウ		鵡川 ムカワ		実27人延28人
訪問12件、電話7件（延8件）、面接9件 ジツ ニン ノ ニン ホウモン ケン デンワ ケン ノ ケン メンセツ ケン

										穂別 ホベツ		実20人延36人
訪問 延7件、電話 延21件、面接 延8件 ジツ ニン ノ ニン ホウモン ノ ケン デンワ ノ ケン メンセツ ノ ケン

柴田　美由紀: 訪問　実7/延7
電話　実11/延21
面接　実7/延8

実20人と合っていないようにみえるので延べ件数で記載してみています（しば）
				※訪問実7/延7、電話実11/延21/面接実7/8 ホウモン ジツ ノ デンワ ジツ ノ メンセツ ジツ

								「こころのケアカンファレンス」：
ハイリスク者の状況確認、事後支援必要者の抽出
（北海道臨床心理士会・保健所・町） シャ ジョウキョウ カクニン ジゴ シエン ヒツヨウシャ チュウシュツ ホッカイドウ リンショウ シンリシ カイ ホケンジョ チョウ		鵡川 ムカワ		R4.9～R5.3
（4回） カイ		実３７人
延３８人 ジツ ニン ノ ニン

										穂別 ホベツ		R4.7～R5.3
（4回） カイ		実２０人
延３９人 ジツ ニン ノ ニン

								「こころの相談日」必要者に面談
（北海道臨床心理士会） ソウダン ビ ヒツヨウシャ メンダン		鵡川 ムカワ		R4.9～R5.3
（2回） カイ		実２人
延３人 ジツ ニン ノ ニン

										穂別 ホベツ		R4.7～R5.3
（2回） カイ		実２人
延２人 ジツ ニン ノ ニン

				広報 コウホウ		全町民 ゼン チョウミン		広報記事掲載 コウホウ		両地区 リョウチク		広報10月号 コウホウ ガツゴウ

								パンフレット配布（随時） ハイフ				コロナワクチン接種会場等にて セッシュ カイジョウ ナド





臨床心理士会結果まとめ (修正R4.1)

		こころの健康アンケート結果 ケンコウ ケッカ																		うつ過小評価修正 カショウ ヒョウカ シュウセイ				PTSD追加 ツイカ						（北海道臨床心理士会報告書より）

				実施時点 ジッシ ジテン				回収数 カイシュウスウ						受診状況 ジュシン ジョウキョウ		PTSD														うつ														ハイリスク

																むかわ町 チョウ				鵡川地区 ムカワ チク				穂別地区 ホベツ チク						むかわ町 チョウ				鵡川地区 ムカワ チク				穂別地区 ホベツ チク						むかわ町 チョウ				鵡川地区 ムカワ チク				穂別地区 ホベツ チク				年度合計 ネンド ゴウケイ

								むかわ町 チョウ		鵡川 ムカワ		穂別 ホベツ				陽性者数 ヨウセイ シャ スウ		陽性率 ヨウセイリツ		陽性者数 ヨウセイ シャ スウ		陽性率 ヨウセイリツ		陽性者数 ヨウセイ シャ スウ		陽性率 ヨウセイリツ				陽性者数 ヨウセイ シャ スウ		陽性率 ヨウセイリツ		陽性者数 ヨウセイ シャ スウ		陽性率 ヨウセイリツ		陽性者数 ヨウセイ シャ スウ		陽性率 ヨウセイリツ				陽性者数 ヨウセイ シャ スウ		陽性率 ヨウセイリツ		陽性者数 ヨウセイ シャ スウ		陽性率 ヨウセイリツ		陽性者数 ヨウセイ シャ スウ		陽性率 ヨウセイリツ		回収数 カイシュウスウ		陽性者数 ヨウセイ シャ スウ		陽性率 ヨウセイリツ

				H30（2018）年・冬 ネン フユ		被災後
３ヶ月 ヒサイゴ ゲツ		396		245		151		年齢構成・性別比は地区による差はない ネンレイ コウセイ セイベツ ヒ チク サ		30		7.58%		15		6.12%		15		9.93%		地域差なし。 チイキサ		11		2.78%		5		2.04%		6		3.97%		PTSDの1/5程度。 テイド		33		8.3%		15		6.1%		18		11.9%		396		33		8.3%

				R元（2019)年・春夏 モト ネン ハル ナツ				447		344		103		冬より平均年齢たかめ（冬64歳、夏69歳） フユ ヘイキン ネンレイ フユ サイ ナツ サイ		37		8.28%		31		9.01%		6		5.83%		やや鵡川高い。 ムカワ タカ		16		3.58%		13		3.78%		3		2.91%				42		9.4%		36		10.5%		6		5.8%		811		63		7.77%

				R元（2019）年・冬 モト ネン フユ				364		242		122		１年前と比較対象となるデータ ネンマエ ヒカク タイショウ		14		3.85%		11		4.55%		3		2.46%		地域差なし チイキサ		10		2.75%		5		2.07%		5		4.10%		地区別の違いなし チクベツ チガ		21		5.8%		13		5.4%		8		6.6%

				R2（2020）年・夏秋 ネン ナツ アキ				442		321		121				30		6.79%		21		6.54%		9		7.44%				14		3.17%		10		3.12%		4		3.3%				38		8.6%		26		8.1%		12		9.9%		878		61		6.95%

				R2（2020）年・冬 ネン フユ				436		260		176				14		3.21%		12		4.62%		2		1.14%				13		2.98%		6		2.31%		7		4.0%				23		5.3%		15		5.8%		8		4.5%

				R3（2021）年・夏秋 ネン ナツ アキ				452		327		125		平均年齢高め ヘイキンネンレイ タカ		20		4.42%		13		3.98%		7		5.60%				19		4.20%		15		4.59%		4		3.2%				34		7.5%		25		7.6%		9		7.2%		915		58		6.34%

				R3（2021）年・冬 ネン フユ				463		267		196				10		2.16%		5		1.87%		5		2.55%				18		3.89%		8		3.00%		10		5.1%				24		5.2%		10		3.7%		14		7.1%

				経年変化
（H３０冬とR3冬の比較） ケイネン ヘンカ フユ フユ ヒカク				3,000		2,006		994		＜反応項目数＞ ハンノウ コウモクスウ		睡眠不調
音揺れ過敏
忘れる努力 スイミンフチョウ オトユ カビン ワス ドリョク



								＜陽性＞ ヨウセイ								減少傾向 ゲンショウ ケイコウ														漸増傾向？ ゼンゾウ ケイコウ

				SQD以外の質問項目との関連性 イガイ シツモン コウモク カンレンセイ												外出減少
運動不足
家族病気介護 ガイシュツゲンショウ ウンドウ ブソク カゾク ビョウキ カイゴ

				＜考察＞ コウサツ		回復の遅い人は一定数いる カイフク オソ ヒト イッテイスウ

						回復の遅い人を拾い上げる仕組み カイフク オソ ヒト ヒロ ア シク

						別のスクリーニング方法が必要？どのようにまとめ上げたら良い？ ベツ ホウホウ ヒツヨウ ア ヨ

						生活の困りごとからアプローチする方法？　→　高齢者の困りごと セイカツ コマ ホウホウ コウレイシャ コマ

						生きやすい社会の仕組みが必要　→　コロナ禍で新しい生活様式 イ シャカイ シク ヒツヨウ カ アタラ セイカツヨウシキ

				＜課題＞ カダイ		スクリーニングの継続は必要 ケイゾク ヒツヨウ

						多くの住民が回復傾向なら、スクリーニングの方法を変える必要性が オオ ジュウミン カイフク ケイコウ ホウホウ カ ヒツヨウセイ

						SQD以外の項目 イガイ コウモク				・住民負担の軽減のために少なく ジュウミン フタン ケイゲン スク

										・体系的な活用ができるように整理を考える タイケイテキ カツヨウ セイリ カンガ
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★まとめ

						胆振東部震災後こころのケア支援まとめ イブリ トウブ シンサイゴ シエン								（R2年8月31日時点） ネン ガツ ニチ ジテン



				把握方法 ハアク ホウホウ																				結果及び支援 ケッカ オヨ シエン



						■在宅訪問支援プロジェクト　こころの支援 ザイタク ホウモン シエン シエン

								＜対象者＞ タイショウシャ				むかわ町 チョウ		鵡川地区 ムカワ チク		穂別地区 ホベツ チク

										フェイスブック報告(R2.2月） ホウコク ガツ		263		199		64

										その後追加 ゴ ツイカ		18		18

										除外（死亡・転出・不要等） ジョガイ シボウ テンシュツ フヨウ トウ		18		12		6																										＜地区・年度別内訳＞ チク ネンド ベツ ウチワケ

										対象合計 タイショウ ゴウケイ		263		205		58												こころのケアカンファレンス　結果（内訳） ケッカ ウチワケ														鵡川地区 ムカワ チク				穂別地区 ホベツ チク

																																		むかわ町 チョウ		鵡川地区 ムカワ チク		穂別地区 ホベツ チク				R元年度 モト ネン ド		R2年度 ネンド		R元年度 モト ネン ド		R2年度 ネンド

								＜対応＞ タイオウ		こころのケアカンファレンス		216		162		54														実施状況 ジッシ ジョウキョウ		回数 カイスウ		10		6		4				4		2		4

																																実人数 ジツ ニンズウ		246		192		54				127		86		54										※鵡川地区：R2年度実人数は８７だが、R元年度に重複１名いたため、調整で１名減らす ムカワ チク ネンド ジツ ニンズウ モト ネンド ジュウフク メイ チョウセイ メイ ヘ

																																  (うち前年度から継続） ゼンネンド ケイゾク		－		－		－				－		21

																																延人数 ノ ニンズウ		319		240		79				146		94		79

						■こころのアンケート																								結果 ケッカ		終了 シュウリョウ		170		170		0				97		75

								H30年度 ネンド				むかわ町 チョウ		鵡川地区 ムカワ チク		穂別地区 ホベツ チク																継続 ケイゾク		20		20		0				29		11

								H30・冬 フユ		回収数 カイシュウスウ		396		245		151																その他（医療等） タ イリョウ トウ		2		2		0				1		1

										ハイリスク		33		15		18																		192

今莊　由香: 実施状況の実人数と一致するか確認！		192		0				127		87		0		0

										％		8.3%		6.1%		11.9%

										うち（PTSD）		30		15		15

										％		8%		6%		10%																										＜地区・年度別内訳＞ チク ネンド ベツ ウチワケ

										うち（うつ）		6		3		3												こころの健康相談 ケンコウ ソウダン														鵡川地区 ムカワ チク				穂別地区 ホベツ チク

								＜対応＞ タイオウ		個別支援（こころのケアカンファレンスはR元年度開始） コベツ シエン モト ネンド カイシ		12		12																				むかわ町 チョウ		鵡川地区 ムカワ チク		穂別地区 ホベツ チク				R元年度 モト ネン ド		R2年度 ネンド		R元年度 モト ネン ド		R2年度 ネンド

																														実施状況 ジッシ ジョウキョウ		回数 カイスウ		6		4		2				2		2		2

																																実人数 ジツ ニンズウ		6		3		3				3		1		3

																																  (うち前年度から継続） ゼンネンド ケイゾク		－		－		－				－		1		－

								R元年度 モト ネンド				むかわ町 チョウ		鵡川地区 ムカワ チク		穂別地区 ホベツ チク																延人数 ノ ニンズウ		11		6		5				4		2		5

								R1・春夏 ハルナツ		回収数 カイシュウスウ		447		344		103

										ハイリスク		40		35		5

										％		8.9%		10.2%		4.9%

										うち（PTSD）		37		31		6

										％		8%		9%		6%

										うち（うつ）		9		7		2

								R1・冬 フユ		回収数 カイシュウスウ		364		242		122

										ハイリスク		21		13		8

										％		5.8%		5.4%		6.6%

										うち（PTSD）		14		10		4

										％		4%		4%		3%

										うち（うつ）		10		5		5

								R元合計 モト ゴウケイ		回収数 カイシュウスウ		811		586		225

										ハイリスク		61		48		13								※重複者あり（訪問プロジェクトとアンケートハイリスクなど） ジュウフク シャ ホウモン

										％		7.5%		8.2%		5.8%												対応のケアカンファレンス人数の合計は、結果のカンファレンス人数と一致しない タイオウ ニンズウ ゴウケイ ケッカ ニンズウ イッチ

																														鵡川地区計260人 ムカワ チク ケイ ニン

								R2年度 ネンド				むかわ町 チョウ		鵡川地区 ムカワ チク		穂別地区 ホベツ チク

								R2・夏 ナツ		回収数 カイシュウスウ		321		321		-

										ハイリスク		26		26		-

										％		8.1%		8.1%		ERROR:#VALUE!

										うち（PTSD）		21		21		-

										％		7%		7%		ERROR:#VALUE!

										うち（うつ）		10		10		-

																※穂別地区：新型コロナ感染症対策により健診を延期 ホベツ チク シンガタ カンセンショウ タイサク ケンシン エンキ

								＜対応＞ タイオウ		こころのケアカンファレンス		40		40





						■その他 タ

今莊　由香: 柴田さま
訪問Pと健診以外の把握経路について載せています。必要に応じ、加除願います。鵡川地区は今のところ０件です。（今荘）

								＜対象＞ タイショウ				むかわ町 チョウ		鵡川地区 ムカワ チク		穂別地区 ホベツ チク

										他町支援 タチョウ シエン		0		0

										仮設訪問 カセツ ホウモン		0		0

												0		0

										合計 ゴウケイ		0		0		0



								＜対応＞ タイオウ		こころのケアカンファレンス		0		0











被災３町心のケア

				【　心のケア実績　】 ココロ ジッセキ										むかわ町 チョウ



				事業名 ジギョウ メイ				地区 チク		内容等 ナイヨウ トウ		実施日・回数 ジッシビ カイスウ		人数 ニンズウ		R２年度予定 ネンド ヨテイ

				個別面談 コベツ メンダン		成人 セイジン		鵡川 ムカワ		避難所や訪問で不安を抱える方の個別面談（北海道心のケアチーム） ヒナンショ ホウモン フアン カカ ホウ コベツ メンダン		H30.9～12
（１１日間） ニチカン		実１８人／延２２人 ジツ ニン ノ ニン

						子ども コ		鵡川 ムカワ		不安を抱える子どもへの個別面談（北海道心のケアチーム：子どもの心のケア班） コ コベツ メンダン ホッカイドウ ココロ コ ココロ ハン		H30.9～H31.3
（１１日間） ニチカン		実１２人／延１７人 ジツ ニン ノ ニン

								穂別 ホベツ				H30.9～H31.3
（４日間） ニチ カン		実１２人／延１２人 ジツ ニン ノ ニン

						町職員 チョウショクイン		両地区 リョウチク		災害支援に携わった町職員の面談
（道立精神保健福祉センター、メンタルケアセンター） サイガイ シエン タズサ メンダン ドウリツ セイシン ホケン フクシ		H30.9～H31.3
（一次面談９日間）
H31.2～R2.2
（経過観察者面談１３日間） イチジ メンダン ニチカン ケイカ カンサツシャ メンダン ニチカン		一次面談：１３５人
（うち経過観察３４人） イチジ メンダン ニン ケイカ カンサツ ニン		R２年度継続 ネンド ケイゾク

				関係機関訪問・相談 カンケイ キカン ホウモン ソウダン		こども園 エン		鵡川 ムカワ		認定こども園で子どもの状況確認と個別相談（北海道心のケアチーム：子どもの心のケア班） ニンテイ エン コ ジョウキョウ カクニン コベツ ソウダン		2回 カイ		訪問２回・個別相談４件 ホウモン カイ コベツ ソウダン ケン

								穂別 ホベツ				１回 カイ		訪問１回 ホウモン カイ

				傾聴サロン ケイチョウ		成人 セイジン		鵡川 ムカワ		巡回ドックほっとルーム
（北海道臨床心理士会） ジュンカイ ホッカイドウ リンショウ シンリシ カイ		H30年度：４回／年
R元年度：10回／年 ネンド カイ ネン ガンネンド カイ ネン

								穂別 ホベツ				H30年度：２回／年
R元年度：６回／年 ネンド カイ ネン

						仮設 カセツ		鵡川 ムカワ		仮設住宅入居者向けサロン カセツ ジュウタク ニュウキョシャ ム		43844		３人 ニン		R2年度継続 ネンド ケイゾク

				健康講座 ケンコウ コウザ		子ども コ		鵡川 ムカワ		子どもの心のケア講演会
講師：北海道心のケアチーム「子どもの心のケア班」
こころとそだちのクリニック　むすびめ院長　田中康雄氏　 コ ココロ コウエンカイ コウシ ホッカイドウ ココロ コ ココロ ハン インチョウ タナカ ヤスオ シ		43394		１１人
（子ども１２名） ニン コ メイ

						一般 イッパン		鵡川 ムカワ		災害心のケア講演会 サイガイ ココロ コウエンカイ		43895		※新型コロナ感染症感染拡大予防のため中止 シンガタ カンセンショウ カンセン カクダイ ヨボウ チュウシ		R２年度実施 ネンド ジッシ

						町職員 チョウショクイン		鵡川 ムカワ		「被災地自治体職員のメンタルケア」
講師：道立精神保健福祉センター コウシ ドウリツ セイシン ホケン フクシ		R元.10.11 ガン		３６人 ニン		R2年度ゲートキーパー養成講座として実施 ネンド ヨウセイ コウザ ジッシ

								穂別 ホベツ				R元.10.3 ガン		２９人 ニン

				スクリーニング		成人 セイジン		鵡川 ムカワ		巡回ドック時に「心のケアアンケート」を実施
ハイリスク者の抽出、集計、分析（北海道臨床心理士会） ジュンカイ ジ ココロ ジッシ シャ チュウシュツ シュウケイ ブンセキ ホッカイドウ リンショウ シンリシ カイ		H30.12		２４５人（ハイリスク：１５人） ニン ニン		R２年度継続

												R元.7 ガン		３４４人（ハイリスク：３５人） ニン ニン

												R元.12 ガン		２４２人（ハイリスク：１１人） ニン ニン

								穂別 ホベツ				H30.12		１５１人（ハイリスク：１８人） ニン ニン

今莊　由香: むかわ町自殺対策計画の数値より

（北海道臨床心理士会集計と一致）
※R元12月穂別地区の住民が鵡川地区の健診受診⇒鵡川－１、穂別+１		R２年度継続

												R元.5 ガン		１０３人（ハイリスク：５人） ニン ニン

												R元.12 ガン		１２２人（ハイリスク５人） ニン ニン

						町職員 チョウショクイン		両地区 リョウチク		PTSD３項目簡易スクリーニング コウモク カンイ		R元.８末回収		１２７人（ハイリスク：５人）

				広報 コウホウ		一般 イッパン		両地区 リョウチク		広報折り込みチラシ「知って守る　こころの健康」 コウホウ オ コ シ マモ ケンコウ		R1.3

										広報記事掲載「こどもの心の変化について」 コウホウ キジ ケイサイ ココロ ヘンカ		R1.9

										パンフレット配布 ハイフ		随時 ズイジ		新生児訪問時 シンセイジ ホウモン ジ

						支援者 シエンシャ		両地区 リョウチク		支援者支援啓発リーフレット配布
「ちょっとお疲れのみなさまへ」
「１０秒呼吸法」 シエンシャ シエン ケイハツ ハイフ ツカ ビョウ コキュウホウ		H31.1





Sheet1

				R３年度の状況 ネンド ジョウキョウ

				■ハイリスク者の継続支援必要者 シャ ケイゾク シエン ヒツヨウシャ

						鵡川 ムカワ		26人 ニン

						穂別 ホベツ		6人 ニン

				■R３年７月巡回ドックの心のアンケート結果（鵡川地区） ネン ガツ ジュンカイ ココロ ケッカ ムカワ チク

						ハイリスク者　２５人　（アンケート提出者３２７人）　７．６％ シャ ニン テイシュツシャ ニン

								平均年齢72.48歳（男性10人76.8歳、女性15人69.6歳） ヘイキン ネンレイ サイ ダンセイ ニン サイ ジョセイ ニン サイ

								PTSD陽性者　１３人（4.0％）　2020年：6.5％　2019年9.0％ ヨウセイシャ ニン ネン ネン

								うつ陽性者　　15人（4.6％）　2020年：3.1％　2019年：3.8％ ヨウセイ シャ ニン ネン ネン

				■今年度の心のアンケート予定 コンネンド ココロ ヨテイ

				　　Ｒ３年９月２７～２８日　　穂別地区巡回ドック ネン ガツ ニチ ホベツ チク ジュンカイ

				　　Ｒ３年１１月３０日～１２月３日　鵡川地区巡回ドック ニチ ガツ ニチ ムカワ

				　　Ｒ３年１２月７～１０日　穂別地区巡回ドック ニチ ホベツ チク



R３年度の傾向
・男性高齢者のハイリスク者が多くなっている。
　（今までは50代前後の女性が多かった）
・PTSDは減少傾向、うつが増加傾向

○地震による心の影響は少なくなってきている。
○コロナの影響もあり、特に高齢男性が人との交流が少なく、うつが増加していると推察される。



Sheet2



				実施時点 ジッシ ジテン				回収数 カイシュウスウ						受診状況 ジュシン ジョウキョウ		PTSD														うつ

																むかわ町 チョウ				鵡川地区 ムカワ チク				穂別地区 ホベツ チク						むかわ町 チョウ				鵡川地区 ムカワ チク				穂別地区 ホベツ チク

								むかわ町 チョウ		鵡川 ムカワ		穂別 ホベツ				陽性者数 ヨウセイ シャ スウ		陽性率 ヨウセイリツ		陽性者数 ヨウセイ シャ スウ		陽性率 ヨウセイリツ		陽性者数 ヨウセイ シャ スウ		陽性率 ヨウセイリツ				陽性者数 ヨウセイ シャ スウ		陽性率 ヨウセイリツ		陽性者数 ヨウセイ シャ スウ		陽性率 ヨウセイリツ		陽性者数 ヨウセイ シャ スウ		陽性率 ヨウセイリツ

				H30（2018）年・冬 ネン フユ		被災後
３ヶ月 ヒサイゴ ゲツ		396		245		151		年齢構成・性別比は地区による差はない ネンレイ コウセイ セイベツ ヒ チク サ		30		7.58%		15		6.12%		15		9.93%		地域差なし。 チイキサ		11		2.78%		5		2.04%		6		3.97%		PTSDの1/5程度。 テイド

				R元（2019)年・春夏 モト ネン ハル ナツ				447		344		103		冬より平均年齢たかめ（冬64歳、夏69歳） フユ ヘイキン ネンレイ フユ サイ ナツ サイ		37		8.28%		31		9.01%		6		5.83%		やや鵡川高い。 ムカワ タカ		16		3.58%		13		3.78%		3		2.91%

				R元（2019）年・冬 モト ネン フユ				364		242		122		１年前と比較対象となるデータ ネンマエ ヒカク タイショウ		14		3.85%		11		4.55%		3		2.46%		地域差なし チイキサ		10		2.75%		5		2.07%		5		4.10%		地区別の違いなし チクベツ チガ

				R2（2020）年・夏秋 ネン ナツ アキ				442		321		121				30		6.79%		21		6.54%		9		7.44%				14		3.17%		10		3.12%		4		3.3%

				R2（2020）年・冬 ネン フユ				436		260		176				14		3.21%		12		4.62%		2		1.14%				13		2.98%		6		2.31%		7		4.0%

				R3（2021）年・夏秋 ネン ナツ アキ				452		327		125		平均年齢高め ヘイキンネンレイ タカ		20		4.42%		13		3.98%		7		5.60%				19		4.20%		15		4.59%		4		3.2%

				R3（2021）年・冬 ネン フユ				463		267		196				10		2.16%		5		1.87%		5		2.55%				18		3.89%		8		3.00%		10		5.1%



				こころの健康アンケート陽性率 ケンコウ ヨウセイリツ

						冬健診受診者				春夏秋検診受診者 ハル ナツ アキ ケンシン ジュシンシャ

						ＰＴＳＤ		うつ		ＰＴＳＤ		うつ												受診者数 ジュシンシャ スウ		ＰＴＳＤ		うつ						ＰＴＳＤ		うつ

				Ｈ30年 ネン		7.58		2.78														Ｈ30年 ネン		396		30		11				Ｈ30年 ネン		7.58%		2.78%

				Ｒ元年 ガンネン		3.85		2.75		8.28		3.58										Ｒ元年 ガンネン		811		51		26				Ｒ元年 ガンネン		6.29%		3.21%

				Ｒ２年 ネン		3.21		2.98		6.76		3.17										Ｒ２年 ネン		878		44		27				Ｒ２年 ネン		5.01%		3.08%

				Ｒ３年 ネン		2.16		3.89		4.42		4.2										Ｒ３年 ネン		915		30		37				Ｒ３年 ネン		3.28%		4.04%



こころの健康アンケート陽性率



ＰＴＳＤ	

Ｈ30年	Ｒ元年	Ｒ２年	Ｒ３年	7.575757575757576E-2	6.2885326757090007E-2	5.011389521640091E-2	3.2786885245901641E-2	うつ	

Ｈ30年	Ｒ元年	Ｒ２年	Ｒ３年	2.7777777777777776E-2	3.2059186189889025E-2	3.0751708428246014E-2	4.0437158469945354E-2	
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